


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

― 前号で伺いましたけど、さまざまな世代や多様なボラ
ンティアさんが、かかわっているんですね 
子連れで来てくれるボランティアさんがいたりすると、ある

意味違うロールモデルを知る機会になるし、モノとかイベン

トを通して家できないことが体験できるのは大切です 

お子さんと来てくれるボランティアさんが一定数いるん

ですが、その場面で、小さい弟妹がいる生徒が、こどもの

あやし方が上手な一面が見えたりします。そうするとちょ

っとその子の家庭の話ができたりします。 

親とのかかわり方が、複雑なご家庭の生徒もいるので、

親と子どもって、ああいう関わり方もあるんだなみたいな、 

ある意味、違うロールモデルを知る機会にもなっているの

で、いろんな意味で、お子さん連れの方たちがいてくださ

るのも大事だなあと思っています。 

あとは、人だけではなくて、

「人・モノ・こと」って私たち

は言ってるんですけど、一時

期ブームになった皿回しをし

たり、いろんなゲームをやっ

たり、石井がギターを弾くこ

とによって、それをきっかけ

に生徒同士や私たちと新たな

関係が築けたりします。居場

所で飲食を提供していますけ

ど、単純に提供しているだけ

ではなくて、食べ方、飲み方、取りに来るときの会話など

で、生徒のことを知れるので、大切にしています。 

浴衣パーティとか、年末のクリスマスパーティなどの家

で経験してないイベントも企画していますが、それを体験

できるってことも大切だなあと思っています。 

 

― 少し前ですけど、ある元教員のかたから、コロナで黙
食とかソーシャルディスタンスを保つという生活を普通に
3 年間もやっているとその影響がどう出るかわからないと
いうお話を伺ったのですが 
そうですよね。普段やっていた校内居場所カフェのオリエン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テーションができないと、本来つながれた生徒とつながれ

ない 

 今の高校 3 年生は、入学した年からずっと、コロナ対策

をしている学校にいるので、カフェのオリエンテーション

ができないと、本当はカフェに来てくれて、つながれた生 

徒も多分つながれていないと思います。 

ただ、一方でカフェがいつも通り開催できているのは、

コロナ対策に配慮しながら、いいことはやりましょうとい

うスタンスで学校がいてくれることが大きいと思っていま

す。 

 

― カフェについては、今後の課題というか、こんなふう
にしていきたいと考えていることはありますか 
以前のような形でやっていくっていうのだけが正解ではな

いような気がして。でもカフェがあり続けることが大事 

 カフェ自体は必ずしも、アフターコロナでは、以前の形で 

やって行くだけが正解でないような気がしていています。 

コロナによって新しく生まれた取り組みとして食べ物配

布会っていうのをやっています。それは、大和東高校でも、

定期化しようと思っているんですけど、フードバンクから

集めた食べ物を定期的に生徒に持って帰ってもらう企画を

カフェでやったり、カフェのバックヤードに食べ物を置い

ておくっていうものです。 

また、生理用品とかを置いて、先生方に場所をお伝えし

て、自由に持っていってもらい、必要な生徒がいたら渡し

てもらうということを始めています。この取り組みはコロ

ナがあったからこそ生まれたもので、今後もカフェに加え

て、食べ物を提供するとか、生徒たちの生活を間接的に支

える取組みの可能性が広がったと思っています。 

カフェに関しては、粛々とっていうと変ですけど、淡々

とカフェがあり続けること

は、すごく大事なことで、卒

業生が戻ってくるんですよ。  

 

― それは本当の居場所です

ね 

卒業生につながるしくみで、

こういうカードを作ったんで

すが、お守りになっています 

卒業生につながる仕組み

で、カードを作ったんですけ

ど、お守りの形になっていて、

卒業生全員に配ってもらったんです。コロナで私たちは卒

業式に出られなくなってしまったんです。これまでだった

ら、「おめでとう」て声をかけたり、今後の連絡をしたい生

徒へはパノラマの連絡先を伝えられたんですけど、それが

まったくできなくなっちゃったので、どうにか生徒たちに

メッセージというか「なんかあったら、いつでも来てね」

という思いを込めて作りました。「気軽に連絡してね」って

いう感じで生徒たちのお守りになればということで。 

このおかげで、卒業後に、カフェにボランティアしに来

てくれたり、そのときにお菓子を持ってきてくれる子もい

るんですよ。「後輩たちに食べさせて」って言ってね。順繰

りに巡っていく感がありますね。 

 

こういう仕事ができるんだったら私もしてみたいな 

最初は、私も石井も多分、仕事をしてるって、生徒に思

われてないんですけど、段々と、「えっ、これ仕事なの」み

たいに言われて、卒業後に、「本当は自分も、こういう仕事

できるんだったら、してみたいな」という話をされること

もあるし、「こういう場所があってよかった、すごいいい場

所だった」というのを後からね、言ってくれる子たちもい

ます。 

 

― 最後に、パノラマはどんな役割を果たしていきたいか
みたいな、ミッションとかをお話し頂けますか 
パノラマは、根ざしてやっていきたいし、中身の詰まった、人

とちゃんとかかわりがあるような支援を作っていきたい 

パノラマ自体は横浜の北部エリアでシームレスな切れ目

がない支援、子どもたちから 40 代以降までのいわゆる引

きこもりの方たちの支援を地域に根ざして、一つのモデル

としてやっていくことを目標としています。団体の活動が

広がると、落下傘型で多地域の仕事も請け負っていく団体

が多いんですけど、パノラマは、そうではなくて、地元に

根ざしてやっていきたいなあっていうのがすごくあります。

その意味で、横浜北部エリアを中心に、中身の詰まったと

いうか、人とちゃんとかかわりがある支援を作っていきた

いと思っています。 

 

― スタッフの方は有給ですか 
２０人弱います。はい有給です。アルバイトスタッフも含めて

ですけど。あと、ボランティアさんがたくさんいます 

ボランティアさんがたくさんいてくださるので、すごい

人数の方が関わ

って下さってい

ると思いますけ

ど、アルバイトも

入れてスタッフ

は 20 人弱くらい

ですね。小さいな

がらもインパク

トをきちんと残

せるというか、自

分たちがやって

きたことを言語化して、発信して行くことによって、社会

的課題とか、私たちが見えている課題とか、制度の隙間み

たいなことを きちんと提言というか、言葉にしていくこ

とを大事にして続けることが、巡り巡って、子どもたちと

か若者の状況を改善することにつながっていくんじゃない

かなと思っています。 

 

― 認定ＮPO を取ろうとされていると伺いました 

自分たちが、ここ手が届いてないなって思う時って、いろん

な制度の隙間のことで、解決するためには、ある程度自分た

ちの財源を持ってないと動けないことっていうことがたくさ

んあって 

今回認定 NPO を目指そうって話になったのも、今まで助

成金とかで回して来たんですけど、パノラマの手が届いて

ないなって思う時って、いろんな制度の隙間のことが多く

て、そこを解決するためには、ある程度自分たちが財源を

持ってないと動けないことっていうことがたくさんありま

す。そういう突発的な緊急支援が必要なときに財政基盤を

安定しておくことで、「これは自分たちができないね」って

いうのではなく、どうにか解決していけるような形にして

行きたいということで、今回、認定を取って、寄付を集め

るっていうところに力を注ごうというのがあります。 

 

― メリットは 寄付を集めやすいっていうことですか 
税制控除が受けられるかどうかって、後につながることに

関係してくると思うので 受け皿を用意しておくって意味も

あって 認定NPOを取ろうということになりました 

そうですね。今までも会社さんとかからも寄付いただい

たことがあったんですけど、その時に税制控除受けられる

かどうかって、その後につながることに関係してくると思

うので、受け皿を用意しておくという意味もあって、認定

NPO を取ろうということになりました。 

これまでパノラマは寄付募集下手というか、目に見えて、

生徒の手にわたるものの寄付がとても多かったんです。「物」

での寄付がすごく多くて、それはすごくありがたいことな

んですけど、お菓子とかジュースとかを皆さん寄付してく

ださるんです。でもお金となると、少しハードルが上がる

というか。やっぱりお金で渡すというよりも 生徒のため

にというところがあったので、もう少し丁寧に、こういう

理由で「寄付をお願いします」というのを発信するきっか

けにもなるかなと思っています。 

たぶん、いろいろ助成金を取るためには、新規事業を立

ち上げて、回らなくなると人件費を捻出するために、また

新しい助成金取るってことになり、新規事業の立ち上げが

いつの間にか自分たちがやりたいこと以上に、どんどん広

がって大変になっちゃうってことがあるので。 

 

― よくわかりました。本日は貴重なお時間をいただきあ
りがとうございました。パノラマさんが新しく県から受託
された「やまひが朝カフェプロジェクト」がパノラマさん
の新たなステップとなることを祈念しております 

ありがとうございます!! 

 

 

ウイズコロナ、ポストコロナの時代 

市民活動、ＮＰＯ活動、社会貢献活動はどうあるべきか 

 先駆の人を訪ねて 第９回 

NPO法人パノラマ 

 

 

 

 

 

 

ディレクター・理事 

 

 

小川 杏子（おがわ きょうこ）さん  

 

シリーズ第９回は、「すべての人々がフレームインできる社会を創

る」をミッションに、「校内居場所カフェ」などの活動をされている

「NPO 法人パノラマ」の小川杏子さんへのインタビューの 2 回目。 

今号では、どのように活動を継続していくのか、NPO が宿命的に

抱える資金の確保をどのようにされているのか、神奈川県からの

委託を受けて新しく取り組んでいる「朝食提供事業」などについて

お伝えします。 

聞き手は、船越英一（インタビュー：2022年 6月 15 日） 

 

すべての人々がフレームインできる社会を創る その２ 

NPO 法人パノラマでは、大和東高校での朝食提供 

事業を県教育委員会から委託を受けて実施してい 

ます。詳細は、パノラマまでお問い合わせください。  

TEL:080-6840-8395   

 mail：border.cafe2017@gmail.com   QR コード → 
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卒業生全員に配っているパノラマ

「お守り」カード 

事務所前に立つ小川さん 

←やまひが朝カフェでは、

ボランティアがパンをラップ

して提供 

やまひが朝カフェのスタートにボランティア参加の

「大和市社会福祉協議会」の坂上周平さん。大和

市社会福祉協議会も支援をしている。 

←カフェでは、イ

ンスタントだけど

温かいスープも

提供。冬場は身

も心も温まる一

杯。一杯で済まな

い生徒も多数。男

子は。 
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